
　

６
月
13
日
（
土
）、
秋
田
駅
近
く
の
ア
ゴ

ラ
広
場
及
び
仲
小
路
を
会
場
と
し
て
、「
森

林
（
も
り
）
の
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
は
、
朝
か
ら
曇
り
空

で
一
時
的
に
降
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
「
森
林
の
市
」
は
、
１
９
８
５
年

の
国
際
森
林
年
を
記
念
し
て
始
ま
り
、
今

年
で
31
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
飛
山
局
長
よ
り
、「
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
幅
広
い
層
の
皆
様
に
多
様

な
森
林
の
は
た
ら
き
や
林
業
・
木
材
産
業

等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
山
の
写
真
展

や
ク
ラ
フ
ト
製
作
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
森
林
の
恵
み

や
森
林
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
各
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
10
時
か
ら
開
場
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
秋
田
県
、
秋
田
市
、（
公
社
）

秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会
、
秋
田
県
森
林

組
合
連
合
会
、
秋
田
県
木
材
産
業
協
同
組

合
連
合
会
、（
一
社
）
日
本
樹
木
医
会
秋
田

県
支
部
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合

研
究
所
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
秋
田
水
源
林

整
備
事
務
所
か
ら
後
援
を
い
た
だ
き
、
日

本
森
林
林
業
振
興
会
秋
田
支
部
、
森
林
組

合
、
仁
別
森
林
博
物
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案

内
人
会
な
ど
13
団
体
の
協
力
に
よ
り
、「
山

菜
」
や
「
木
工
品
」
等
の
販
売
の
ほ
か
、「
山

の
写
真
展
」、「
丸
太
切
り
体
験
」、「
木
工
・

ク
ラ
フ
ト
の
製
作
」、「
航
空
写
真
の
実
体

視
や
各
種
パ
ネ
ル
展
示
」な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
。

　

例
年
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
る
「
山
菜
」

に
つ
い
て
は
、
開
催
時
期
が
６
月
中
旬
と

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
今
年
は
気
温
の
高

い
日
が
続
い
た
影
響
な
ど
で
、
当
日
の
出

品
は
少
な
め
で
し
た
が
、
来
場
者
は
旬
の

味
を
楽
し
も
う
と
「
山
の
恵
み
」
を
買
い

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
山
の
写
真
展
」
で
は
、
津
軽
白
神
、
藤

里
、
朝
日
庄
内
の
各
森
林
生
態
系
保
全
セ

ン
タ
ー
か
ら「
白
神
山
地
」や「
朝
日
山
地
」

の
写
真
等
が
展
示
さ
れ
、山
の
風
景
、樹
木
、

森
に
棲
む
生
物
等
の
写
真
に
来
場
者
も
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
太
切
り
体
験
、
親
子
木
工
教
室
や
ク

ラ
フ
ト
製
作
な
ど
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
大
人
気
で
、
真
剣
な
面
持
ち
で
製
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
木
工
・
ク
ラ
フ

ト
製
作
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
苗
木

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
次
ぐ
高
評
価
で
し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｖ
東
北
秋
田
緑
の
少
年
団
の

子
供
達
と
保
護
者
の
方
々
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
秋
田
大
学
の
学
生
に
よ
る
緑
の

募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
か
ら

募
金
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
、
県
内
の
緑
化
活
動
推
進
に
有
効
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
開
場
時
間
前
か
ら
多
数
ご
来
場

い
た
だ
き
、
先
着
250
名
様
に
用
意
し
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
カ
リ
ン
の
苗
木
は
、
午
前
の

部
、
午
後
の
部
と
も
全
て
配
布
し
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
約
３
，
０
０
０
名
の
来
場
者

で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
森
林（
も
り
）の
市
」を
開
催

技
術
普
及
課

■
技
術
普
及
課

■
仙
台
森
林
管
理
署

■
由
利
森
林
管
理
署

■
三
八
上
北
森
林
管
理
署

■
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

各
地
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す

「森林の市」会場

カリン苗木のプレゼント 

丸太切り体験の様子
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６
月
５
日
（
金
）、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際

協
力
機
構
）
の
研
修
生
４
名
が
仙
台
湾
沿

岸
の
海
岸
防
災
林
の
造
成
現
場
を
訪
れ
、

仙
台
森
林
管
理
署
が
行
っ
て
い
る
基
盤
造

成
や
植
栽
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
研
修
生
は
ケ
ニ
ア
国
の
森
林
研

究
所
及
び
森
林
局
の
職
員
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
現
地
で
実
施
し
て
い
る
「
気
候
変
動
へ

の
適
応
の
た
め
の
乾
燥
地
耐
性
育
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
乾
燥
に
強
い
品

種
の
選
抜
育
種
や
そ
の
普
及
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
最
初
に
署
で
宮
城
南
部
の
国
有

林
や
海
岸
林
に
関
す
る
説
明
を
受
け
、
仙

台
湾
の
現
地
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

由
利
森
林
管
理
署
は
、
平
成
14
年
か
ら

毎
年
森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
県

立
矢
島
高
等
学
校
の
１
年
生
に
よ
る
体
験

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
体
験

学
習
は
、
高
校
に
お
け
る
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
「
地
域
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い
環

境
問
題
を
考
え
合
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

毎
年
春
と
秋
に
学
校
側
の
要
請
に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な

る
水
林
海
岸
林
（
国
有
林
）
は
、
飛
砂
や

風
か
ら
市
民
の
生
活
を
守
り
潤
い
を
与
え

て
き
ま
し
た
が
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り

そ
の
姿
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
高
校
生
が
海
岸
林
の
再

生
作
業
の
一
部
を
担
う
と
と
も
に
、
環
境

へ
の
関
心
を
深
め
な
が
ら
地
域
へ
貢
献
し

て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
５
月

20
日
（
水
）
と
５
月
26
日
（
火
）
の
両
日
、

　

海
岸
防
災
林
造
成
現
場
で
は
、
津
波
に

対
し
て
粘
り
強
い
森
林
と
す
る
た
め
盛
土

を
し
て
い
る
こ
と
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
抵
抗

性
の
ク
ロ
マ
ツ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
の
説
明
を
受
け
、
特
に
、
前
日
ま
で
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
東
北
育
種
場
で
見
学
し

て
い
た
抵
抗
性
育
種
の
成
果
が
現
場
の
事

業
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
い
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
前
の

写
真
と
見
比
べ
て
、
現
地
が
全
く
様
変
わ

り
し
て
い
る
状
況
に
も
大
変
驚
い
て
お
り
、

津
波
の
怖
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
一

行
は
さ
ら
に
九
州
や
沖
縄
で
研
修
を
続
け

る
と
の
こ
と
で
、
東
北
を
は
じ
め
日
本
で

学
ん
だ
成
果
が
現
地
で
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ク
ロ
マ
ツ
林
の
除
伐
（
本
数
調
整
伐
）
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

　

最
初
に
、
ノ
コ
ギ
リ
は
手
前
に
引
く
と

き
に
切
れ
強
弱
を
つ
け
て
作
業
す
る
よ
う

説
明
す
る
と
、
生
徒
達
は
伐
採
す
る
木
の

根
元
近
く
を
握
り
地
際
か
ら
切
断
し
て
い

き
ま
し
た
。
次
々
と
伐
採
さ
れ
た
マ
ツ
の

搬
出
に
苦
労
し
た
よ
う
で
し
た
が
、
何
と

か
予
定
区
域
の
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
業
体
験
の
一
つ
と
し
て
、

竹
林
で
の
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
挑
戦
し
て
み

ま
し
た
。
苦
労
し
て
探
し
当
て
た
地
中
の

タ
ケ
ノ
コ
を
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
や
っ
と
の

思
い
で
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒

は
山
菜
採
り
の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、

自
然
の
恵
み
と
の
出
会
い
を
各
々
楽
し
ん

だ
よ
う
で
す
。

　

生
徒
の
ひ
と
り
は
「
森
林
を
守
る
苦
労

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

緑
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
初
め
て

の
体
験
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

 

高
校
生
に
よ
る
体
験
学
習

由
利
森
林
管
理
署

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
が
仙
台
湾

沿
岸
の
海
岸
防
災
林
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

仙
台
森
林
管
理
署国有林等説明の様子

クロマツの本数調整作業の様子

海岸林の役割等を説明

現地研修の様子
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今
年
で
８
回
目
と
な
る
環
境
祭
は
、
５

月
30
日
（
土
）
に
、
当
署
と
十
和
田
市
緑

化
推
進
委
員
会
の
主
催
、
上
北
森
林
組
合
、

上
十
三
地
区
森
林
組
合
、
三
八
地
方
森
林

組
合
、
お
い
ら
せ
知と
も

の
会
、
青
い
森
カ
ー

ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、（
社
）
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
青
森
県
第
10
団
と
新
た
に
東

北
町
森
林
組
合
を
共
催
に
加
え
、
上
北
地

域
県
民
局
農
林
水
産
部
、
十
和
田
市
の
後

援
、
こ
の
ほ
か
多
く
の
企
業
の
ご
協
力
に

よ
り
、
好
天
の
中
開
催
を
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

各
出
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
木
工
品
等
の

販
売
、
山
菜
募
金
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
販
売
、
ま
な
板
の
カ
ン
ナ
掛
け
、
シ
イ

タ
ケ
の
こ
ま
打
ち
体
験
、
炭
の
販
売
等
や

間
伐
材
利
用
の
製
品
等
の
紹
介
を
は
じ
め
、

緑
化
推
進
委
員
会
の
山
菜
鍋
の
無
料
配
布

や
山
遊
び
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
さ
ら
に
は
、

三
本
木
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
生
徒
１

年
生
か
ら
３
年
生
の
樹
書
展
、
同
吹
奏
楽

部
に
よ
る
「
森
と
音
楽
の
共
演
」
と
題
し

た
演
奏
会
な
ど
参
加
団
体
に
よ
る
多
種
多

様
な
コ
ー
ナ
ー
を
地
域
の
方
々
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
毎
年
子
供
た
ち
に
人
気
の

山
遊
び
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
、木
製
カ
ー

リ
ン
グ
、
丸
太
切
り
、
丸
太
釣
り
、
積
み

木
タ
ワ
ー
、
竹
馬
、
ウ
ッ
ド
ア
ー
ト
の
６

つ
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
終
わ
る
と
各
団
体

か
ら
提
供
さ
れ
た
豪
華
景
品
を
抽
選
で
貰

え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
供
だ
け
で
な
く

老
若
男
女
が
木
に
ふ
れ
合
い
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
遊
び
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
景

品
と
し
て
各
団
体
か
ら
の
出
品
し
た
品
、

当
日
の
実
演
し
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
作

品
が
格
安
で
手
に
入
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

行
い
、
そ
の
売
上
金
と
山
菜
及
び
シ
イ
タ

ケ
の
こ
ま
打
ち
体
験
等
の
販
売
金
額
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
募
金
等
併
せ
て

１
２
８
，
５
０
４
円
を
６
月
１
日
に
、
十

和
田
市
緑
化
推
進
委
員
会
へ
「
緑
の
募
金
」

と
し
て
寄
付
し
ま
し
た
。

　

環
境
祭
を
と
お
し
、
森
林
の
恵
み
に
ふ

れ
あ
い
、
森
林
・
林
業
の
重
要
性
や
地
球

温
暖
化
防
止
に
資
す
る
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
し
て
の
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
、

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
『
緑

の
募
金
』
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
で
少
し

で
も
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
22
日
（
月
）、
遠
野
市
み
さ
さ
き
国

有
林
に
お
い
て
、
本
年
度
の
素
材
生
産
販

売
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

関
係
林
業
事
業
体
、
森
林
組
合
連
合
会
、

行
政
機
関
、
青
森
事
務
所
、
三
陸
中
部
署
、

岩
手
南
部
署
、
支
署
職
員
な
ど
約
70
名
が

参
加
し
て
遠
野
地
区
採
材
現
地
検
討
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
買
入
れ
業
者
等
か
ら
の
木
材

市
況
及
び
需
用
の
動
向
説
明
、
東
北
森
林

管
理
局
担
当
者
か
ら
採
材
傾
向
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
毎
に
ス
ギ
、
カ

ラ
マ
ツ
の
採
材
、
玉
切
り
、
矢
高
測
定
を

行
い
そ
の
結
果
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

  

検
討
会
で
は
、
川
上
（
生
産
者
）
か
ら

川
下
（
需
要
者
）、
署
等
（
発
注
者
）
が
共

通
認
識
の
下
に
採
材
し
て
い
く
こ
と
、
い

か
に
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
か
が
大
切

で
あ
る
な
ど
の
参
加
者
の
声
も
聞
か
れ
、

関
係
者
間
の
連
絡
・
調
整
の
重
要
性
が
確

認
で
き
、
有
意
義
な
検
討
会
と
な
り
ま
し

た
。

２
０
１
５
森も

林り

の

恵
み
の
環
境
祭

〜
守
ろ
う
地
球
、創
ろ
う
共
生
社
会
〜

三
八
上
北
森
林
管
理
署

採
材
検
討
会
を
開
催

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

三本木高校付属中学校吹奏楽部による演奏

採材検討会の様子
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